
【彩の国優秀技能者表彰】 

調書２・調書３の作成のポイント 

１ 調書２「技能の概要と実績」欄 

 ・ 被表彰候補者（以下、当人）が従事している仕事内容ごとに分けて記入してください。 

   １ ○○に係る技能 

     … 

   ２ □□に係る技能 

     … 

 ・ 当人が従事している仕事で発揮している技能の高さを具体的に記入してください。 

 ・ 「他の人にはできないが、当人だからこそできる技法・作業」のＰＲを意識して記入してください。 

  （例：通常は…となるところを当人は…にできる、○ｍｍまで薄く加工できる、など） 

・ 調書に記述した専門性が高い用語は、「専門用語集」(様式任意）を作成してください。 

・ 調書本文を補う作業写真や資料を添付してください。その際、写真資料には必ず説明を付けてくださ

い。（例：素材の厚さが均一になるよう手作業で研磨している様子、など） 

 

２ 調書２「功績・貢献の概要」欄 

・ 当人の技能による、業界内外への貢献について具体的に記入してください。 

（例：当人が考案した作業手順が社内でマニュアル化されている、…により不良品発生率が○％低下

し生産性が向上した、など） 

・ 当人の技能の周知・普及啓発のための講演会や体験教室に関することも、この欄に記入してください。 

 

３ 調書３「後進指導・育成の概要」欄 

 ・ 職場内外での指導実績について具体的に記入してください。 

（例：技能検定合格のための講習を開催し１級に○名を合格させた、○○大学において講師を務めた、

指導マニュアルが学校に採用された、など） 

 ・ 技能検定委員や技能士会など各団体での活動はこの欄に記入してください。 

 

４ 調書３「表彰等」「感謝状」欄 

・ この欄には、技能に係る表彰等のみ記入してください。当人の高い技能に関係しない国勢調査員、地

域の交通安全や防犯などに関する表彰、感謝状は記述しないでください。 

 ・ この欄に記入した受賞歴には、すべて表彰状等の写しを添付してください。 

 

５ 調書２・３に係る写真資料について（１０枚以上推奨） 

・ 調書２・３（様式第２－２・２－３）に記載した技能の高さや功績・貢献等がわかるよう、本人の製

作物や作業風景が詳しくわかる写真・資料を提出してください。その際、単なる作業工程・完成品だけ

ではなく、繊細な作業をしている際の手元など、技能の優秀さがわかる写真を工夫して提出してくださ

い。また、写真の内容について説明を記載してください。 

・ 社内発表資料等、既存の資料を提出する場合は、そのまま添付するのではなく、高い技能が要求され

る箇所や当人が担当した業務を追記するなど、わかりやすい状態で提出してください。 

・調書は、技能について適切に理解できるよう詳細に記載してください。 

・添付資料(写真)は、技能の高さに焦点を当てたもの、作業の工程が詳細に分かるものなど、明瞭かつ

技術の特徴が把握できるものとし、丁寧な説明を付してください。 

・審査は提出いただいた書類のみで行いますので、以下の注意事項を踏まえて作成をお願いします。 



 

（写真資料作成例）あくまで一例です。写真及びその説明が付記されていれば、形式は問いません。 

 

 資料① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料② 

（例）資料①は○○の作業をしている場面です。△△の作業は困難ですが、

候補者は経験や技術を生かして□□することができます。 

（例）資料②は候補者が仕上げた作品です。こうした作品は、制作に当た

って△△の技術が要求されるため、美しく仕上げられる技能者が少ないと

ころ、候補者は県内でも随一の腕前を持っています。 

写真① JPEG形式又は PNG形式 
技能の高さが分かるような明瞭・鮮明な写真 

写真② JPEG形式又は PNG形式 
技能の高さが分かるような明瞭・鮮明な写真 


